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相馬・伊達の営農完全復活を目指して
東京農業大学 助教　大島 宏行
▶ZOOM UP
｢東京農大の研究と魅力を多くの人に知ってもらう｣
東京農業大学 総合研究所
▶東京農大経営者大賞受賞者の業績紹介　下  校庭芝生化工事など技術で業務を拡大

▶地域から世界への新たな一歩  生物産業学部30周年記念式典を挙行

▶農大稲花小開校式  「体験型授業を通じ、冒険心の育成を目指す」
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
バイク（自転車）に本格的に乗り始めたのは、米・ペンシルベニア州立大に留学していた1995年からです。

「Pennstate」と呼ばれるこの大学は、豊かな自然に囲まれていて、自転車で山野を駆け巡るMTB（マウンテ
ンバイク）を楽しむ人が多い土地でした。妻と「何か趣味を持ちたいね」と話していた時、研究室の学生から
熱心にMTBを勧められたのがきっかけでした。
台湾製のバイク２台を900ドルで購入し、休日、２人で１時間ほど走り、お弁当を食べて帰るピクニックのよう

な乗り方で楽しんでいました。部品を購入して自分好みにカスタマイズするのも面白かった。
2000年に帰国する際は、バイクを持ち帰り、バイク通勤を始めました。池袋の自宅から農大世田谷キャンパ

スまで17㌔ほどの距離です。不思議なことにかかる時間は、バイクでも、電車でも、車でも、50分から55分で
ほとんど変わらないんです。
６年ほど前、舗装路専用のロードバイクを購入しました。MTBと違うことは分かっていましたが、カーボン製

で軽く、とにかく早い。タイヤが細い分、路面の衝撃がそのまま伝わり、段差などには注意が必要ですが、ペダル
を踏みこむ力がそのまま速さに変換されるのは快感です。
「疲れている時など、自転車で帰るのはイヤじゃありま

せんか？」と、よく言われます。でも逆なんですね。バイ
クに乗っている小一時間ほどでストレスが発散され、疲れ
が消えてしまいます。何も考えません。運転に集中するこ
とで、心身がリフレッシュされるのです。
留学中に強く感じたのは、サイエンスはフェアだというこ

とです。評価の基準は研究実験の成果のみで判断します。
努力は等しく報われるということです。最近、峠や長い登
りを駆け上がるヒルクライムに挑戦しています。サイエンス
と同じで、努力の積み重ねが確実に速さに反映される。で
も、私がひーひー言いながらペダルをこいでいる時、ラン
ナーが「お先に！」と言って走り去ってしまう。がっかりし
ますねぇ。
農大にツーリングチームができたらいいなと思っていま

す。スクールカラーのグリーンのジャージー、ダイコンのイ
ラストも入れましょう。

（まとめ・東京農大客員教授、鈴木敬吾）
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第 9 回

私の宝もの
東京農業大学　総合研究所　所長  山本祐司

やまもと・ゆうじ／アメリカ合衆国マサチューセッツ州生まれ。東京農業大学農学研究科博士
前期課程修了。博士（農芸化学）。東京農業大学応用生物科学部農芸化学科教授。専門は栄養
生化学、細胞生物学。

ロードバイク

▲愛用しているロードバイク。ピナレロのオペラというブラン
ド。今サイクリングしたい場所はしまなみ海道。
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ま
で
ご
連
絡
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だ
さ
い

◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校（2019年４月開校）学校法人東京農業大学

2019　東京農大創立128年

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月には、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校する。
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農
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大
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の
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革

｢東京農大の研究と魅力を多くの人に知ってもらう｣｢東京農大の研究と魅力を多くの人に知ってもらう｣
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相
馬
地
域
　
津
波
被
災
水
田
の
復
旧
支
援

　
福
島
県
相
馬
市
は
農
林
水
産
業
の
盛
ん
な
地
域
だ
。沿

岸
部
の
多
く
は
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
干
拓
さ
れ
た
地
域

で
、
農
業
の
主
体
は
水
稲
栽
培
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
低
い

土
地
の
地
域
が
大
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。

相
馬
市
沿
岸
部
の
農
地
で
は
、
福
島
第
１
原
発
か
ら
約
40

㌔
の
位
置
だ
が
放
射
性
物
質
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
レ
ベ
ル
は

低
く
、
津
波
に
よ
る
土
砂
流
入
被
害
か
ら
の
農
地
復
興
対

策
が
研
究
の
主
体
だ
っ
た
。そ
し
て
、大
量
の
土
砂
が
流
入
し

た
水
田
で
は
、流
入
土
砂
を
作
土（
元
の
土
壌
）と
混
層
し
て

雨
水
で
除
塩
を
行
い
、土
壌
酸
性
化
対
策
と
し
て
製
鋼
ス
ラ

グ
（
土
壌
の
酸
性
改
良
資
材
）
を
施
用
す
る｢

相
馬
農
大
方

式｣
に
よ
っ
て
、
２
０
１
７
年
度
に
は
復
興
予
定
水
田
の
87
％

（
８
３
８
㌶
）
が
復
旧
し
た
。現
在
で
は
、
ブ
ロッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョン（
集
団
転
作
の
方
法
）で
水
稲
と
大
豆
の
栽
培
を
行
っ

て
い
る
畑
も
多
い（
図
１
）。し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
農
地
で
は

流
入
し
た
土
砂
を
混
層
し
た
影
響
に
よ
る
土
壌
㏗
の
再
低

下
が
予
想
さ
れ
た
。さ
ら
に
、
水
田
と
畑
地
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
土
壌
は
酸
化
と
還
元
状
態
が
繰
り
返
さ
れ
、
水
稲

や
ダ
イ
ズ
生
産
に
大
切
な
地
力
窒
素
の
減
少
に
よ
る
収
量

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
。こ
の
た
め
、
長
期
的
な
調
査
や
地

力
維
持
対
策
が
必
要
と
考
え
、２
０
１
５
年
か
ら
復
興
し
た

水
田
の
追
跡
調
査
を
行
っ
た
。結
果
、ほ
と
ん
ど
の
水
田
で
㏗

の
低
下
は
み
ら
れ
ず
、
十
分
な
土
壌
酸
性
化
対
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
。そ
の
一
方
、大
部
分
の
水
田
で

地
力
窒
素
が
著
し
く
低

い
状
態
に
あ
っ
た
。家
畜

ふ
ん
堆
肥
な
ど
地
元
産

の
有
機
質
資
材
が
入
手

し
に
く
い
た
め
、
水
稲

収
穫
後
の
圃
場
に
マ
メ

科
植
物
の
緑
肥
を
栽
培

し
鋤
き
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
地
力
窒
素
の
低
下

は
軽
減
し
ダ
イ
ズ
の
収

量
が
増
加
し
た
。相
馬

地
域
水
田
の
土
作
り
に

は
こ
の
よ
う
な
技
術
が

有
効
で
あ
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
毎
年
春
に
相
馬
市
内
で
成
果
報
告

会
を
開
催
し
て
き
た
。当
初
は
多
く
の
農
家
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
が
、農
地
の
復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
参
加
者
は
減

少
し
て
い
る
。し
か
し
、長
期
的
に
安
定
し
た
営
農
を
続
け

る
と
い
う
点
で
は
土
壌
肥
料
学
的
に
抱
え
て
い
る
課
題
は
い

ま
だ
多
く
、今
後
も
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

伊
達
地
区
　
畑
ワ
サ
ビ
出
荷
再
開
へ

　
ワ
サ
ビ
に
は
水
中
で
栽
培
す
る
沢
ワ
サ
ビ
と
、畑
に
定
植

し
て
栽
培
す
る
畑
ワ
サ
ビ
が
あ
る
。福
島
県
伊
達
市
の
月

舘・霊
山
地
域
の
山
間
部
は
夏
期
で
も
冷
涼
で
日
当
た
り
も

少
な
く
、畑
ワ
サ
ビ
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
。昭
和
50
年
代

か
ら
本
格
的
な
栽
培
を
始
め
、東
北
地
方
有
数
の
畑
ワ
サ
ビ

（
花・葉
ワ
サ
ビ
）の
産
地
と
し
て
名
高
い
。Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未

来
伊
達
地
区（
当
時・Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
）の
販
売
額
は
年
間

１
億
円
に
も
達
す
る
基
幹
品
目
だ
っ
た
が
、原
発
事
故
で
当

時
の
国
の
暫
定
基
準
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
た
た
め
出
荷
停
止
と
な
っ
て
い
た
。こ
の
た
め
筆
者
ら

は
、Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
や
市
、県
と
連
携
し
て
、畑
ワ
サ
ビ

の
出
荷
再
開
を
目
指
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対

策
試
験
を
行
っ
て
き
た
。

伊
達
市
の
月
館・霊
山
一
体
に
は
、ま
さ
土（
花
崗
岩
風
化

土
壌
）が
広
く
分
布
し
て
い
る
。こ
の
土
壌
は
砂
質
で
水
は
け

が
よ
い
一
方
で
、陽
イ
オ
ン
交
換
容
量（
人
間
に
例
え
る
と
胃

袋
の
大
き
さ
よ
う
な
も
の
）が
小
さ
く
、酸
性
化
し
や
す
い
特

徴
を
持
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、こ
の
地
区
の
ワ
サ
ビ
畑
の
土
壌

は
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
で
重
要
と
な
る
カ
リ

肥
沃
度
が
低
い
状
態
だ
っ
た
。農
芸
化
学
科
土
壌
肥
料
学
研

究
室（
旧・生
産
環
境
化
学
研
究
室
）で
は
、水
稲
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
と
し
て
、製
鋼
ス
ラ
グ
、カ
リ
肥
料
、

ゼ
オ
ラ
イ
ト（
土
壌
の
胃
袋
を
大
き
く
す
る
資
材
）の
効
果
に

着
目
し
、研
究
を
行
っ
て
き
た
。そ
こ
で
、水
稲
を
用
い
た
試

験
を
応
用
し
、出
荷
制
限
の
か
か
る
畑
ワ
サ
ビ
に
お
い
て
も
こ

の
方
法
に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
を
試
み
た
。

　
研
究
室
と
し
て
試
験
を
始
め
た
２
０
１
４
年
度
は
、山
林

内
に
あ
る
既
存
の
ワ
サ
ビ
畑
で
試
験
を
実
施
し
た
。畑
ワ
サ

ビ
は
株
を
数
年
に
一
度
植
え
替
え
て
栽
培
を
続
け
て
い
く

が
、汚
染
さ
れ
た
株
を
用
い
た
栽
培
で
は
出
荷
再
開
は
困
難

で
あ
り
、非
汚
染
株
の
新
植
が
必
要
だ
っ
た
。そ
の
一
方
、こ

れ
ま
で
新
植
か
ら
収
穫
ま
で
１
年
以
上
の
栽
培
期
間
が
必

要
だ
っ
た
が
、土
壌
肥
沃
度
を
改
善
す
る
こ
と
で
生
育
は
向

上
し
、新
植
後
約
半
年
で
収
穫
可
能
な
大
き
さ
ま
で
成
長

し
た
。し
か
し
、山
林
内
で
の
栽
培
は
落
葉
や
降
雨
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
再
汚
染
が
あ
っ
た
た
め
、山
林
内
で
の
栽
培

を
断
念
し
、次
年
よ
り
山
林
か
ら
離
れ
た
開
け
た
平
地
に

お
い
て
、表
土
は
ぎ
取
り
や
土
壌
改
良
、遮
光
資
材
を
用
い

て
畑
ワ
サ
ビ
の
生
育
改
善
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対

策
の
検
討
を
続
け
た
。平
地
で
は
、高
温
や
強
い
日
差
し
に

対
応
し
た
、遮
光
処
理
と
灌
水
に
よ
り
生
育
不
良
は
著
し

く
改
善
し
た
。さ
ら
に
、１
キ
ロ
あ
た
り
１
５
０
０
ベ
ク
レ
ル

以
下
の
土
壌
で
あ
れ
ば
カ
リ
肥
沃
度
を
適
切
に
維
持
す
る

こ
と
で
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
検
出
限
界
ま
で
低
下
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
な
こ
と
も
分
か
っ
た
。

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
伊
達
地
区
本
部
は
、試
験
を
始
め

て
か
ら
毎
年
春
に「
畑
ワ
サ
ビ
放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対

策
試
験
結
果
報
告
会
」を
開
い
て
き
た
。参
加
者
は
畑
ワ
サ

ビ
生
産
農
家
、福
島
県
職
員
、Ｊ
Ａ
職
員
、資
材
メ
ー
カ
ー
な

ど
で
毎
年
50
人
を
超
え
た
。質
疑
で
は
、ベ
テ
ラ
ン
農
家
か
ら

「
試
験
品
種
の
よ
う
な
甘
い
ワ
サ
ビ
を
栽
培
し
て
誰
が
食
べ

る
か
！
」な
ど
、伊
達
産
畑
ワ
サ
ビ
へ
の
こ
だ
わ
り
や
出
荷
再

開
へ
の
切
な
る
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
４
年
間
の
研
究
成
果
か
ら
、昨
年
３
月
に
は「
県
の
定
め

る
管
理
計
画
に
基
づ
き
管
理
さ
れ
る
畑
ワ
サ
ビ
」と
い
う
条

件
下
で
７
年
ぶ
り
に
出
荷
制
限
が
解
除
さ
れ
た（
図
２
）。

し
か
し
、安
定
し
た
出
荷
体
制
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、土
壌

養
分
の
徹
底
的
な
継
続
管
理
に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸

収
対
策
が
不
可
欠
で
、そ
の
た
め
に
は
生
産
者
が
土
壌
診
断

に
基
づ
く
施
肥
管
理
を
す
る
こ
と
が
要
と
な
る
。

試
験
研
究
を
超
え
た
取
り
組
み

　
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

復
興
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、そ
の
一
環
と
し
て
、伊
達
地

区
で
は
地
元
農
家
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
力
し
、畑
ワ
サ
ビ
以
外

に
も
水
稲
、モ
モ
、カ
キ
、ダ
イ
ズ
な
ど
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

吸
収
抑
制
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
れ
ら
の
対
策
が

功
を
奏
し
、現
在
で
は
農
産
物
の
出
荷
量
も
回
復
し
つ
つ
あ

る
。基
幹
品
目
の
モ
モ
や
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
量
も
増
え
て
き

た
が
、そ
の
反
面
、人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
き
た
。そ
こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
活
動
と
し
て
、２
０
１
５
年
か
ら

モ
モ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
繁
忙
期
の
８
月
に
、東
京
農
大
生
に

よ
る「
ふ
く
し
ま
復
興
応
援
隊
」を
募
集
し
、学
生
を
約
１

週
間
、モ
モ
の
出
荷
場
な
ど
へ
派
遣
し
て
い
る
。２
０
１
８
年

に
は
１
０
０
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。ま
た
、相
馬
市
と
の

取
り
組
み
で
は
、復
興
水
田
か
ら
収
穫
さ
れ
た「
相
馬
復
興

米
」を
東
京
農
大
の
学
園
祭（
収
穫
祭
）で
販
売
し
た
り
、相

馬
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
る（
図
３
）。こ
う
し
た

活
動
は
、学
生
に
と
っ
て
実
際
の
生
産
現
場
を
理
解
す
る
良

き
機
会
と
な
り
、ま
た
研
究
活
動
に
向
か
う
き
っ
か
け
作
り

に
も
な
っ
て
い
る
。２
０

１
８
年
に
は
、Ｊ
Ａ
ふ
く

し
ま
未
来
と
相
馬
市
は

東
京
農
業
大
学
と
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。

今
後
も
我
々
は
、教
育

研
究
に
お
い
て
相
互
に

協
力
し
合
い
、震
災
か

ら
の
再
建
支
援
を
続
け

て
い
く
。

図１ 相馬市和田地区におけるブロックローテーションの様子
　　 中央道路左側は水稲を、右側はダイズが栽培されている。

図３ 東京農大生、JAふくしま未来職員、
　　 相馬市役所職員による収穫祭での
　　 農産物販売やPRの様子

図２ ７年ぶりに出荷が再開された
　　 伊達市産の花ワサビ
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●専門分野：土壌学、肥料学
●主な研究テーマ：土壌の養分状態

と土壌病害発病の因果関係に関す
る研究

●主な著書等：最新農業技術 土壌施
肥（農文協）他

　
東
京
農
業
大
学
は
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
２
カ
月
後
の
２
０
１
１
年
５
月
、「
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
し
た
。

福
島
県
を
中
心
に
土
壌
肥
料
、
畜
産
、
経
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
復
興
支
援
を
行
い
、
そ
の
活
動
は
今
年
で
９
年
目
に
入
る
。

筆
者
ら
は
、２
０
１
５
年
か
ら
土
壌
肥
料
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、相
馬
地
域
に
お
け
る
津
波
被
災
水
田
の
復
興
支
援
と
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
の
伊
達
地
区
で
は
畑
ワ
サ
ビ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

震
災
か
ら
８
年
　
東
京
農
大「
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

相
馬
・
伊
達
の
営
農
完
全
復
活
を
目
指
し
て

おおしま・ひろゆき／1978年茨城県生
まれ。東京農業大学大学院農学研究科
農芸化学専攻博士課程修了。東京農業
大学応用生物科学部農芸化学科（土壌
肥料学研究室）助教。博士（農芸化
学）。
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相
馬
地
域
　
津
波
被
災
水
田
の
復
旧
支
援

　
福
島
県
相
馬
市
は
農
林
水
産
業
の
盛
ん
な
地
域
だ
。沿

岸
部
の
多
く
は
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
干
拓
さ
れ
た
地
域

で
、
農
業
の
主
体
は
水
稲
栽
培
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
低
い

土
地
の
地
域
が
大
津
波
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
。

相
馬
市
沿
岸
部
の
農
地
で
は
、
福
島
第
１
原
発
か
ら
約
40

㌔
の
位
置
だ
が
放
射
性
物
質
に
よ
る
土
壌
の
汚
染
レ
ベ
ル
は

低
く
、
津
波
に
よ
る
土
砂
流
入
被
害
か
ら
の
農
地
復
興
対

策
が
研
究
の
主
体
だ
っ
た
。そ
し
て
、大
量
の
土
砂
が
流
入
し

た
水
田
で
は
、流
入
土
砂
を
作
土（
元
の
土
壌
）と
混
層
し
て

雨
水
で
除
塩
を
行
い
、土
壌
酸
性
化
対
策
と
し
て
製
鋼
ス
ラ

グ
（
土
壌
の
酸
性
改
良
資
材
）
を
施
用
す
る｢

相
馬
農
大
方

式｣

に
よ
っ
て
、
２
０
１
７
年
度
に
は
復
興
予
定
水
田
の
87
％

（
８
３
８
㌶
）
が
復
旧
し
た
。現
在
で
は
、
ブ
ロッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョン（
集
団
転
作
の
方
法
）で
水
稲
と
大
豆
の
栽
培
を
行
っ

て
い
る
畑
も
多
い（
図
１
）。し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
農
地
で
は

流
入
し
た
土
砂
を
混
層
し
た
影
響
に
よ
る
土
壌
㏗
の
再
低

下
が
予
想
さ
れ
た
。さ
ら
に
、
水
田
と
畑
地
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
土
壌
は
酸
化
と
還
元
状
態
が
繰
り
返
さ
れ
、
水
稲

や
ダ
イ
ズ
生
産
に
大
切
な
地
力
窒
素
の
減
少
に
よ
る
収
量

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
た
。こ
の
た
め
、
長
期
的
な
調
査
や
地

力
維
持
対
策
が
必
要
と
考
え
、２
０
１
５
年
か
ら
復
興
し
た

水
田
の
追
跡
調
査
を
行
っ
た
。結
果
、ほ
と
ん
ど
の
水
田
で
㏗

の
低
下
は
み
ら
れ
ず
、
十
分
な
土
壌
酸
性
化
対
策
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
。そ
の
一
方
、大
部
分
の
水
田
で

地
力
窒
素
が
著
し
く
低

い
状
態
に
あ
っ
た
。家
畜

ふ
ん
堆
肥
な
ど
地
元
産

の
有
機
質
資
材
が
入
手

し
に
く
い
た
め
、
水
稲

収
穫
後
の
圃
場
に
マ
メ

科
植
物
の
緑
肥
を
栽
培

し
鋤
き
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
地
力
窒
素
の
低
下

は
軽
減
し
ダ
イ
ズ
の
収

量
が
増
加
し
た
。相
馬

地
域
水
田
の
土
作
り
に

は
こ
の
よ
う
な
技
術
が

有
効
で
あ
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
毎
年
春
に
相
馬
市
内
で
成
果
報
告

会
を
開
催
し
て
き
た
。当
初
は
多
く
の
農
家
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
が
、農
地
の
復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
参
加
者
は
減

少
し
て
い
る
。し
か
し
、長
期
的
に
安
定
し
た
営
農
を
続
け

る
と
い
う
点
で
は
土
壌
肥
料
学
的
に
抱
え
て
い
る
課
題
は
い

ま
だ
多
く
、今
後
も
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

伊
達
地
区
　
畑
ワ
サ
ビ
出
荷
再
開
へ

　
ワ
サ
ビ
に
は
水
中
で
栽
培
す
る
沢
ワ
サ
ビ
と
、畑
に
定
植

し
て
栽
培
す
る
畑
ワ
サ
ビ
が
あ
る
。福
島
県
伊
達
市
の
月

舘・霊
山
地
域
の
山
間
部
は
夏
期
で
も
冷
涼
で
日
当
た
り
も

少
な
く
、畑
ワ
サ
ビ
の
栽
培
に
適
し
て
い
る
。昭
和
50
年
代

か
ら
本
格
的
な
栽
培
を
始
め
、東
北
地
方
有
数
の
畑
ワ
サ
ビ

（
花・葉
ワ
サ
ビ
）の
産
地
と
し
て
名
高
い
。Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未

来
伊
達
地
区（
当
時・Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い
）の
販
売
額
は
年
間

１
億
円
に
も
達
す
る
基
幹
品
目
だ
っ
た
が
、原
発
事
故
で
当

時
の
国
の
暫
定
基
準
値
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
た
た
め
出
荷
停
止
と
な
っ
て
い
た
。こ
の
た
め
筆
者
ら

は
、Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
や
市
、県
と
連
携
し
て
、畑
ワ
サ
ビ

の
出
荷
再
開
を
目
指
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対

策
試
験
を
行
っ
て
き
た
。

伊
達
市
の
月
館・霊
山
一
体
に
は
、ま
さ
土（
花
崗
岩
風
化

土
壌
）が
広
く
分
布
し
て
い
る
。こ
の
土
壌
は
砂
質
で
水
は
け

が
よ
い
一
方
で
、陽
イ
オ
ン
交
換
容
量（
人
間
に
例
え
る
と
胃

袋
の
大
き
さ
よ
う
な
も
の
）が
小
さ
く
、酸
性
化
し
や
す
い
特

徴
を
持
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、こ
の
地
区
の
ワ
サ
ビ
畑
の
土
壌

は
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
で
重
要
と
な
る
カ
リ

肥
沃
度
が
低
い
状
態
だ
っ
た
。農
芸
化
学
科
土
壌
肥
料
学
研

究
室（
旧・生
産
環
境
化
学
研
究
室
）で
は
、水
稲
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
と
し
て
、製
鋼
ス
ラ
グ
、カ
リ
肥
料
、

ゼ
オ
ラ
イ
ト（
土
壌
の
胃
袋
を
大
き
く
す
る
資
材
）の
効
果
に

着
目
し
、研
究
を
行
っ
て
き
た
。そ
こ
で
、水
稲
を
用
い
た
試

験
を
応
用
し
、出
荷
制
限
の
か
か
る
畑
ワ
サ
ビ
に
お
い
て
も
こ

の
方
法
に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
を
試
み
た
。

　
研
究
室
と
し
て
試
験
を
始
め
た
２
０
１
４
年
度
は
、山
林

内
に
あ
る
既
存
の
ワ
サ
ビ
畑
で
試
験
を
実
施
し
た
。畑
ワ
サ

ビ
は
株
を
数
年
に
一
度
植
え
替
え
て
栽
培
を
続
け
て
い
く

が
、汚
染
さ
れ
た
株
を
用
い
た
栽
培
で
は
出
荷
再
開
は
困
難

で
あ
り
、非
汚
染
株
の
新
植
が
必
要
だ
っ
た
。そ
の
一
方
、こ

れ
ま
で
新
植
か
ら
収
穫
ま
で
１
年
以
上
の
栽
培
期
間
が
必

要
だ
っ
た
が
、土
壌
肥
沃
度
を
改
善
す
る
こ
と
で
生
育
は
向

上
し
、新
植
後
約
半
年
で
収
穫
可
能
な
大
き
さ
ま
で
成
長

し
た
。し
か
し
、山
林
内
で
の
栽
培
は
落
葉
や
降
雨
が
原
因

と
考
え
ら
れ
る
再
汚
染
が
あ
っ
た
た
め
、山
林
内
で
の
栽
培

を
断
念
し
、次
年
よ
り
山
林
か
ら
離
れ
た
開
け
た
平
地
に

お
い
て
、表
土
は
ぎ
取
り
や
土
壌
改
良
、遮
光
資
材
を
用
い

て
畑
ワ
サ
ビ
の
生
育
改
善
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対

策
の
検
討
を
続
け
た
。平
地
で
は
、高
温
や
強
い
日
差
し
に

対
応
し
た
、遮
光
処
理
と
灌
水
に
よ
り
生
育
不
良
は
著
し

く
改
善
し
た
。さ
ら
に
、１
キ
ロ
あ
た
り
１
５
０
０
ベ
ク
レ
ル

以
下
の
土
壌
で
あ
れ
ば
カ
リ
肥
沃
度
を
適
切
に
維
持
す
る

こ
と
で
、放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
検
出
限
界
ま
で
低
下
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
な
こ
と
も
分
か
っ
た
。

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
伊
達
地
区
本
部
は
、試
験
を
始
め

て
か
ら
毎
年
春
に「
畑
ワ
サ
ビ
放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
対

策
試
験
結
果
報
告
会
」を
開
い
て
き
た
。参
加
者
は
畑
ワ
サ

ビ
生
産
農
家
、福
島
県
職
員
、Ｊ
Ａ
職
員
、資
材
メ
ー
カ
ー
な

ど
で
毎
年
50
人
を
超
え
た
。質
疑
で
は
、ベ
テ
ラ
ン
農
家
か
ら

「
試
験
品
種
の
よ
う
な
甘
い
ワ
サ
ビ
を
栽
培
し
て
誰
が
食
べ

る
か
！
」な
ど
、伊
達
産
畑
ワ
サ
ビ
へ
の
こ
だ
わ
り
や
出
荷
再

開
へ
の
切
な
る
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
４
年
間
の
研
究
成
果
か
ら
、昨
年
３
月
に
は「
県
の
定
め

る
管
理
計
画
に
基
づ
き
管
理
さ
れ
る
畑
ワ
サ
ビ
」と
い
う
条

件
下
で
７
年
ぶ
り
に
出
荷
制
限
が
解
除
さ
れ
た（
図
２
）。

し
か
し
、安
定
し
た
出
荷
体
制
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
、土
壌

養
分
の
徹
底
的
な
継
続
管
理
に
よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸

収
対
策
が
不
可
欠
で
、そ
の
た
め
に
は
生
産
者
が
土
壌
診
断

に
基
づ
く
施
肥
管
理
を
す
る
こ
と
が
要
と
な
る
。

試
験
研
究
を
超
え
た
取
り
組
み

　
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の

復
興
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、そ
の
一
環
と
し
て
、伊
達
地

区
で
は
地
元
農
家
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
協
力
し
、畑
ワ
サ
ビ
以
外

に
も
水
稲
、モ
モ
、カ
キ
、ダ
イ
ズ
な
ど
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

吸
収
抑
制
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。そ
れ
ら
の
対
策
が

功
を
奏
し
、現
在
で
は
農
産
物
の
出
荷
量
も
回
復
し
つ
つ
あ

る
。基
幹
品
目
の
モ
モ
や
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
量
も
増
え
て
き

た
が
、そ
の
反
面
、人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
き
た
。そ
こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
た
な
活
動
と
し
て
、２
０
１
５
年
か
ら

モ
モ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷
繁
忙
期
の
８
月
に
、東
京
農
大
生
に

よ
る「
ふ
く
し
ま
復
興
応
援
隊
」を
募
集
し
、学
生
を
約
１

週
間
、モ
モ
の
出
荷
場
な
ど
へ
派
遣
し
て
い
る
。２
０
１
８
年

に
は
１
０
０
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。ま
た
、相
馬
市
と
の

取
り
組
み
で
は
、復
興
水
田
か
ら
収
穫
さ
れ
た「
相
馬
復
興

米
」を
東
京
農
大
の
学
園
祭（
収
穫
祭
）で
販
売
し
た
り
、相

馬
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
る（
図
３
）。こ
う
し
た

活
動
は
、学
生
に
と
っ
て
実
際
の
生
産
現
場
を
理
解
す
る
良

き
機
会
と
な
り
、ま
た
研
究
活
動
に
向
か
う
き
っ
か
け
作
り

に
も
な
っ
て
い
る
。２
０

１
８
年
に
は
、Ｊ
Ａ
ふ
く

し
ま
未
来
と
相
馬
市
は

東
京
農
業
大
学
と
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。

今
後
も
我
々
は
、教
育

研
究
に
お
い
て
相
互
に

協
力
し
合
い
、震
災
か

ら
の
再
建
支
援
を
続
け

て
い
く
。

図１ 相馬市和田地区におけるブロックローテーションの様子
　　 中央道路左側は水稲を、右側はダイズが栽培されている。

図３ 東京農大生、JAふくしま未来職員、
　　 相馬市役所職員による収穫祭での
　　 農産物販売やPRの様子

図２ ７年ぶりに出荷が再開された
　　 伊達市産の花ワサビ
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●専門分野：土壌学、肥料学
●主な研究テーマ：土壌の養分状態

と土壌病害発病の因果関係に関す
る研究

●主な著書等：最新農業技術 土壌施
肥（農文協）他

　
東
京
農
業
大
学
は
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
２
カ
月
後
の
２
０
１
１
年
５
月
、「
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
し
た
。

福
島
県
を
中
心
に
土
壌
肥
料
、
畜
産
、
経
営
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
復
興
支
援
を
行
い
、
そ
の
活
動
は
今
年
で
９
年
目
に
入
る
。

筆
者
ら
は
、２
０
１
５
年
か
ら
土
壌
肥
料
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、相
馬
地
域
に
お
け
る
津
波
被
災
水
田
の
復
興
支
援
と
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
の
伊
達
地
区
で
は
畑
ワ
サ
ビ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
吸
収
抑
制
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

震
災
か
ら
８
年
　
東
京
農
大「
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

相
馬
・
伊
達
の
営
農
完
全
復
活
を
目
指
し
て

おおしま・ひろゆき／1978年茨城県生
まれ。東京農業大学大学院農学研究科
農芸化学専攻博士課程修了。東京農業
大学応用生物科学部農芸化学科（土壌
肥料学研究室）助教。博士（農芸化
学）。
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東
京
農
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
の『
栄
養
強
化
米
』

12
月
17
日
、
東
京
・
丸
の
内
に
あ
る
丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
で

「
革
新
的
技
術
研
究
成
果
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
東

京
農
大
関
係
者
と
外
部
か
ら
１
０
０
人
を
超
す
参
加
者
が

集
ま
り
、
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
視
線
が
注
が
れ
た
。
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
会
に
先
立
ち
、
髙
野
克
己
学

長
は
「
東
京
農
大
は
研
究
を
通
し
て
学
生
を
教
育
す
る
こ

と
が
基
本
方
針
。
本
学
で
は
、
本
日
紹
介
す
る
総
合
研
究

所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
他
、
各
学
科
・
各
教
員
の
研

究
を
含
め
、
約
20
億
円
の
研
究
費
を
使
用
し
て
い
る
。
皆

様
か
ら
の
研
究
に
対
す
る
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
第
１
部
は
「
学
部
長
主
導
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

お
け
る
「
応
用
生
物
科
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
紹
介
。

現
代
社
会
で
は
、
米
の
消
費
量
が
低
下
し
、
本
来
の
日
本

型
食
生
活
か
ら
動
物
性
食
品
を
多
く
摂
取
す
る
欧
米
型
食

生
活
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
生
活
習
慣
病
患
者
の
増

加
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
現
代
人
の

栄
養
代
謝
を
改
善
す
る
新
し
い
『
栄
養
強
化
米
』
の
開
発

と
実
用
化
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
と
し
た
。
研
究
代

表
者
の
本
間
和
宏
応
用
生
物
科
学
部
長
は
、「
玄
米
に
含
ま

れ
る
様
々
な
有
用
成
分
に
着
目
し
た
。
学
部
内
の
４
つ
の

学
科
が
連
携
し
、
玄
米
食
と
同
等
以
上
の
代
謝
改
善
効
果

を
持
っ
た
東
京
農
大
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
米
の
製
品
化
に

加
え
て
、美
味
し
い
調
理
法
や
加
工
法
、企
業
と
の
連
携

に
よ
る
新
商
品
の
開
発
に
ま
で
取
り
組
む
」と
語
っ
た
。

　
研
究
リ
ー
ダ
ー
の
辻
井
良
政
応
用
生
物
科
学
部
教
授

は
、「
私
た
ち
は
、
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
微
量
ミ
ネ
ラ

ル
を
通
常
の
数
倍
〜
10
倍
ほ
ど
高
く
蓄
積
す
る
有
望
な
イ

ネ
系
統
を
開
発
し
た
。『tetsu1

』
と
名
づ
け
た
こ
の
イ

ネ
系
統
を
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
栄
養
価
が
高
い
黒

米
（
朝
紫
）
と
交
配
さ
せ
る
こ
と
で
、
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
栄
養
成
分
や
有
用
成
分
を
含
み
、
か

つ
食
味
に
優
れ
た
品
種
へ
と
改
良
を
行
っ
て
い
く
」
と
研

究
の
成
果
を
明
ら
か
に
し
た
。
研
究
分
担
者
の
齋
藤
彰
宏

応
用
生
物
科
学
部
助
教
も
、「
発
展
途
上
国
で
は
ミ
ネ
ラ

ル
が
足
り
ず
多
く
の
子
ど
も
が
亡
く
な
り
、
先
進
国
で
も

女
性
を
中
心
に
鉄
欠
乏
症
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
人
々
の
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
を
解
消
す
れ
ば
、
貧

困
問
題
や
食
糧
問
題
に
対
し
て
も
持
続
可
能
な
対
策
に

な
る
」
と
将
来
へ
の
展
望
を
述
べ
た
。
平
成
30
年
度
の
研

究
成
果
で
は
、開
発
中
の『
栄
養
強
化
米
』
を
水
田
で
栽
培

し
た
と
こ
ろ
、
鉄
濃
度
が
玄
米
で
１·

８
倍
、
精
白
米
で

３
倍
に
増
加
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
現
在
、
穂
が
出
る

タ
イ
ミ
ン
グ
や
玄
米
の
色
が
個
々
の
系
統
で
ば
ら
つ
き

が
あ
る
の
が
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
安
定
し
た

品
質
が
維
持
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
東
京
農
大
ブ

ラ
ン
ド
『
栄
養
強
化
米
』

は
世
界
中
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。

革
新
的
な
合
成
プ
ロ
セ
ス
を
開
発

　
続
い
て
、「
生
命
科
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
紹
介
さ

れ
た
。
研
究
代
表
者
の
矢
嶋
俊
介
生
命
科
学
部
長
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
〜
合
成
プ
ロ
セ
ス

か
ら
環
境
分
解
ま
で
〜
」
の
テ
ー
マ
を
①
再
生
可
能
な
廃

棄
・
未
利
用
農
業
資
源
の
有
効
活
用
②
微
生
物
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
新
規

の
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
生
理
活
性
物
質
の
創

製
③
創
製
し
た
化
合
物
の

環
境
や
生
体
内
で
の
影
響

評
価
系
の
確
立
、
の
３
つ

と
し
、「
メ
イ
ン
は
微
生
物
を
用
い
て
新
し
い
生
分
解
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
創
製
す
る
こ
と
」
と
語
っ
た
。
近
年
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
環
境
中
に
残
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
生
物
資
源
由
来
の
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
開
発

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
研
究
リ
ー
ダ
ー
の
田
口
精
一
生
命
科
学
部
教
授
は
、「
東

京
農
大
の
稲
わ
ら
を
酵
素
分
解
し
て
糖
化
液
を
採
り
、
こ

の
糖
化
液
を
微
生
物
に
供
給
し
て
培
養
す
る
と
、『
多
元

ポ
リ
乳
酸
』
と
い
う
新
し
い
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材

が
合
成
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
成
功
し
た
」
と
述
べ

た
。
こ
の
開
発
は
、
再
生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
ワ
ン

ス
テ
ッ
プ
で
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
生
産
で
き
る
点
が

革
新
的
で
あ
る
。
研
究
分
担
者
の
田
中
尚
人
生
命
科
学
部

教
授
は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
環
境
へ
の
影
響
を
明

ら
か
に
す
る
研
究
を
担
当
す
る
。「
実
際
に
河
川
に
さ
ら

し
て
、
環
境
微
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
、
ど
ん
な
微
生
物

が
い
る
か
と
い
う
把
握
、
こ
の
２
本
立
て
で
進
め
て
い

る
」。
今
後
は
、多
元
ポ
リ

乳
酸
の
生
産
性
の
向
上

と
、
物
性
を
活
か
し
た
用

途
開
発
を
進
め
て
い
く
。

被
害
を
も
た
ら
す
病
害
虫
を
調
査

　
第
２
部
は
、「
農
研
機
構
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド

型
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
。
研
究
代
表
者
の
吉

田
穂
積
生
物
産
業
学
部
教
授
は
、
近
年
、
日
本
の
農
業
で

重
要
問
題
の
新
規
侵
入
害
虫
に
つ
い
て
概
要
を
語
る
。「
平

成
27
年
に
北
海
道
網
走
市
内
の
圃
場
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ

ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
内
で

初
。
そ
も
そ
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
収
穫
直
前
に
な
る
と
黄
化

と
い
っ
て
、
葉
が
黄
色
く
な
り
枯
れ
る
が
、
ま
だ
生
育
が

続
く
時
期
に
黄
化
し
て
し
ま
う
現
象
が
起
き
た
。」

　
現
在
、
国
に
よ
る
緊
急
防
除
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

我
が
国
初
の
発
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
生
地
で
の
生
態

に
つ
い
て
の
知
見
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、防
除
対
策
の
基
本
と
な
る
シ
ロ
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
の
生
態
解
明
に
乗
り
出
し
た
。「
先
ず
は
基

礎
的
な
部
分
か
ら
、発
生
し
た
圃
場
で
ど
の
時
期
に
ど
の

く
ら
い
孵
化
す
る
か
を
調
査
し
た
。
方
法
は
３
種
類
の
孵

化
促
進
物
質
（
バ
レ
イ
シ
ョ
根
由
来
、
ト
マ
ト
根
由
来
、

人
工
合
成
物
質
）
を
添
加
し
、孵
化
の
季
節
変
動
を
見
る
。

結
果
、既
発
生
の
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
シ
ロ
シ
ス
ト
セ

ン
チ
ュ
ウ
、
促
進
物
質
の
種
類
そ
れ
ぞ
れ
で
、
孵
化
傾
向

が
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
報
告
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
年
目
は
、さ
ら
に
シ
ロ
シ
ス
ト
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
生
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。

ス
ピ
ル
リ
ナ
の
価
値

を
生
み
出
す

　
最
後
は
、「
大
学
戦
略

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
「
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
で
世
界

を
変
え
る
！
〜
東
京
農
大
に
お
け
る
革
新
的
シ
ア
ノ
バ

ク
テ
リ
ア
研
究
〜
」。
研
究
代
表
者
の
渡
辺
智
生
命
科
学

部
准
教
授
が
快
活
に
話
す
。「
酵
素
発
生
型
の
光
合
成
を

行
う
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
は
、
約
30
億
年
前
に
地
球
上
に

現
れ
、
現
在
の
地
球
環
境
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
の
仲
間
で
あ
る
ス
ピ
ル
リ
ナ
は
、
条

件
が
整
え
ば
野
外
で
も
簡
単
に
大
量
培
養
で
き
る
が
、
私

た
ち
は
ス
ピ
ル
リ
ナ
が
細
胞
外
高
分
子
物
質
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）

を
高
生
産
さ
せ
る
培
養
条
件
を
見
つ
け
た
」

　
細
胞
外
高
分
子
物
質
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
と
は
、
微
生
物
が
環

境
へ
と
の
分
泌
す
る
高
分
子
の
こ
と
。「
ス
ピ
ル
リ
ナ
は

食
べ
ら
れ
る
く
ら
い
安
全
な
生
き
物
で
、
培
養
が
容
易
な

点
が
ポ
イ
ン
ト
。
本
研
究
で
は
ス
ピ
ル
リ
ナ
の
新
し
い
価

値
を
見
出
し
た
い
」
と
語
り
、「
ス
ピ
ル
リ
ナ
は
少
し
ヨ

モ
ギ
の
香
り
が
す
る
。
東
京
農
大
の
新
名
物
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
〝
ス
ピ
ル
リ
ナ
た
い
焼
き
〞
に
期
待
し
て
く
だ

さ
い
」
と
発
表
を
終
え
た
。

　
成
果
発
表
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、「『
栄
養
強
化
米
』

の
食
味
や
販
売
方
法
」
や
「
ス
ピ
ル
リ
ナ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
コ
ス

ト
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
が
っ
た
。
最
後
に
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
の
山
本
祐
司
東
京
農
大
総
合
研
究
所
長

が
、「
総
合
研
究
所
で
は
農
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
研
究
面

か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
研
究
者
ひ
と
り
で
は
最

終
的
な
製
品
に
結
び
つ
け

ら
れ
な
い
た
め
、
企
業
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
て
、

閉
会
し
た
。

応用生物科学部辻井教授

渡辺准教授

田中教授

吉田教授

田口教授

齋藤助教

東京農業大学では実学主義のもと、総合研究所が中心となって学内で様々な研究プロジェクトを推進することによって、将
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東
京
農
大
オ
リ
ジ
ナ
ル
の『
栄
養
強
化
米
』

12
月
17
日
、
東
京
・
丸
の
内
に
あ
る
丸
ビ
ル
ホ
ー
ル
で

「
革
新
的
技
術
研
究
成
果
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
東

京
農
大
関
係
者
と
外
部
か
ら
１
０
０
人
を
超
す
参
加
者
が

集
ま
り
、
寒
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
視
線
が
注
が
れ
た
。
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
会
に
先
立
ち
、
髙
野
克
己
学

長
は
「
東
京
農
大
は
研
究
を
通
し
て
学
生
を
教
育
す
る
こ

と
が
基
本
方
針
。
本
学
で
は
、
本
日
紹
介
す
る
総
合
研
究

所
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
他
、
各
学
科
・
各
教
員
の
研

究
を
含
め
、
約
20
億
円
の
研
究
費
を
使
用
し
て
い
る
。
皆

様
か
ら
の
研
究
に
対
す
る
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
第
１
部
は
「
学
部
長
主
導
型
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

お
け
る
「
応
用
生
物
科
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
紹
介
。

現
代
社
会
で
は
、
米
の
消
費
量
が
低
下
し
、
本
来
の
日
本

型
食
生
活
か
ら
動
物
性
食
品
を
多
く
摂
取
す
る
欧
米
型
食

生
活
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
生
活
習
慣
病
患
者
の
増

加
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
現
代
人
の

栄
養
代
謝
を
改
善
す
る
新
し
い
『
栄
養
強
化
米
』
の
開
発

と
実
用
化
」
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
と
し
た
。
研
究
代

表
者
の
本
間
和
宏
応
用
生
物
科
学
部
長
は
、「
玄
米
に
含
ま

れ
る
様
々
な
有
用
成
分
に
着
目
し
た
。
学
部
内
の
４
つ
の

学
科
が
連
携
し
、
玄
米
食
と
同
等
以
上
の
代
謝
改
善
効
果

を
持
っ
た
東
京
農
大
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
米
の
製
品
化
に

加
え
て
、美
味
し
い
調
理
法
や
加
工
法
、企
業
と
の
連
携

に
よ
る
新
商
品
の
開
発
に
ま
で
取
り
組
む
」と
語
っ
た
。

　
研
究
リ
ー
ダ
ー
の
辻
井
良
政
応
用
生
物
科
学
部
教
授

は
、「
私
た
ち
は
、
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
な
ど
の
微
量
ミ
ネ
ラ

ル
を
通
常
の
数
倍
〜
10
倍
ほ
ど
高
く
蓄
積
す
る
有
望
な
イ

ネ
系
統
を
開
発
し
た
。『tetsu1

』
と
名
づ
け
た
こ
の
イ

ネ
系
統
を
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
な
ど
の
栄
養
価
が
高
い
黒

米
（
朝
紫
）
と
交
配
さ
せ
る
こ
と
で
、
微
量
ミ
ネ
ラ
ル
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
栄
養
成
分
や
有
用
成
分
を
含
み
、
か

つ
食
味
に
優
れ
た
品
種
へ
と
改
良
を
行
っ
て
い
く
」
と
研

究
の
成
果
を
明
ら
か
に
し
た
。
研
究
分
担
者
の
齋
藤
彰
宏

応
用
生
物
科
学
部
助
教
も
、「
発
展
途
上
国
で
は
ミ
ネ
ラ

ル
が
足
り
ず
多
く
の
子
ど
も
が
亡
く
な
り
、
先
進
国
で
も

女
性
を
中
心
に
鉄
欠
乏
症
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
人
々
の
ミ
ネ
ラ
ル
不
足
を
解
消
す
れ
ば
、
貧

困
問
題
や
食
糧
問
題
に
対
し
て
も
持
続
可
能
な
対
策
に

な
る
」
と
将
来
へ
の
展
望
を
述
べ
た
。
平
成
30
年
度
の
研

究
成
果
で
は
、開
発
中
の『
栄
養
強
化
米
』
を
水
田
で
栽
培

し
た
と
こ
ろ
、
鉄
濃
度
が
玄
米
で
１·

８
倍
、
精
白
米
で

３
倍
に
増
加
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
現
在
、
穂
が
出
る

タ
イ
ミ
ン
グ
や
玄
米
の
色
が
個
々
の
系
統
で
ば
ら
つ
き

が
あ
る
の
が
課
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
安
定
し
た

品
質
が
維
持
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
東
京
農
大
ブ

ラ
ン
ド
『
栄
養
強
化
米
』

は
世
界
中
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。

革
新
的
な
合
成
プ
ロ
セ
ス
を
開
発

　
続
い
て
、「
生
命
科
学
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
紹
介
さ

れ
た
。
研
究
代
表
者
の
矢
嶋
俊
介
生
命
科
学
部
長
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
〜
合
成
プ
ロ
セ
ス

か
ら
環
境
分
解
ま
で
〜
」
の
テ
ー
マ
を
①
再
生
可
能
な
廃

棄
・
未
利
用
農
業
資
源
の
有
効
活
用
②
微
生
物
を
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
た
新
規

の
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
生
理
活
性
物
質
の
創

製
③
創
製
し
た
化
合
物
の

環
境
や
生
体
内
で
の
影
響

評
価
系
の
確
立
、
の
３
つ

と
し
、「
メ
イ
ン
は
微
生
物
を
用
い
て
新
し
い
生
分
解
性

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
創
製
す
る
こ
と
」
と
語
っ
た
。
近
年
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
環
境
中
に
残
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
生
物
資
源
由
来
の
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
開
発

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
研
究
リ
ー
ダ
ー
の
田
口
精
一
生
命
科
学
部
教
授
は
、「
東

京
農
大
の
稲
わ
ら
を
酵
素
分
解
し
て
糖
化
液
を
採
り
、
こ

の
糖
化
液
を
微
生
物
に
供
給
し
て
培
養
す
る
と
、『
多
元

ポ
リ
乳
酸
』
と
い
う
新
し
い
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材

が
合
成
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
成
功
し
た
」
と
述
べ

た
。
こ
の
開
発
は
、
再
生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
ワ
ン

ス
テ
ッ
プ
で
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
生
産
で
き
る
点
が

革
新
的
で
あ
る
。
研
究
分
担
者
の
田
中
尚
人
生
命
科
学
部

教
授
は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
環
境
へ
の
影
響
を
明

ら
か
に
す
る
研
究
を
担
当
す
る
。「
実
際
に
河
川
に
さ
ら

し
て
、
環
境
微
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
、
ど
ん
な
微
生
物

が
い
る
か
と
い
う
把
握
、
こ
の
２
本
立
て
で
進
め
て
い

る
」。
今
後
は
、多
元
ポ
リ

乳
酸
の
生
産
性
の
向
上

と
、
物
性
を
活
か
し
た
用

途
開
発
を
進
め
て
い
く
。

被
害
を
も
た
ら
す
病
害
虫
を
調
査

　
第
２
部
は
、「
農
研
機
構
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド

型
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
。
研
究
代
表
者
の
吉

田
穂
積
生
物
産
業
学
部
教
授
は
、
近
年
、
日
本
の
農
業
で

重
要
問
題
の
新
規
侵
入
害
虫
に
つ
い
て
概
要
を
語
る
。「
平

成
27
年
に
北
海
道
網
走
市
内
の
圃
場
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ

ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
内
で

初
。
そ
も
そ
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
収
穫
直
前
に
な
る
と
黄
化

と
い
っ
て
、
葉
が
黄
色
く
な
り
枯
れ
る
が
、
ま
だ
生
育
が

続
く
時
期
に
黄
化
し
て
し
ま
う
現
象
が
起
き
た
。」

　
現
在
、
国
に
よ
る
緊
急
防
除
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

我
が
国
初
の
発
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
生
地
で
の
生
態

に
つ
い
て
の
知
見
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、防
除
対
策
の
基
本
と
な
る
シ
ロ
シ
ス
ト

セ
ン
チ
ュ
ウ
の
生
態
解
明
に
乗
り
出
し
た
。「
先
ず
は
基

礎
的
な
部
分
か
ら
、発
生
し
た
圃
場
で
ど
の
時
期
に
ど
の

く
ら
い
孵
化
す
る
か
を
調
査
し
た
。
方
法
は
３
種
類
の
孵

化
促
進
物
質
（
バ
レ
イ
シ
ョ
根
由
来
、
ト
マ
ト
根
由
来
、

人
工
合
成
物
質
）
を
添
加
し
、孵
化
の
季
節
変
動
を
見
る
。

結
果
、既
発
生
の
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
シ
ロ
シ
ス
ト
セ

ン
チ
ュ
ウ
、
促
進
物
質
の
種
類
そ
れ
ぞ
れ
で
、
孵
化
傾
向

が
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
報
告
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
年
目
は
、さ
ら
に
シ
ロ
シ
ス
ト
セ

ン
チ
ュ
ウ
の
生
態
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
。

ス
ピ
ル
リ
ナ
の
価
値

を
生
み
出
す

　
最
後
は
、「
大
学
戦
略

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
「
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
で
世
界

を
変
え
る
！
〜
東
京
農
大
に
お
け
る
革
新
的
シ
ア
ノ
バ

ク
テ
リ
ア
研
究
〜
」。
研
究
代
表
者
の
渡
辺
智
生
命
科
学

部
准
教
授
が
快
活
に
話
す
。「
酵
素
発
生
型
の
光
合
成
を

行
う
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
は
、
約
30
億
年
前
に
地
球
上
に

現
れ
、
現
在
の
地
球
環
境
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
の
仲
間
で
あ
る
ス
ピ
ル
リ
ナ
は
、
条

件
が
整
え
ば
野
外
で
も
簡
単
に
大
量
培
養
で
き
る
が
、
私

た
ち
は
ス
ピ
ル
リ
ナ
が
細
胞
外
高
分
子
物
質
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）

を
高
生
産
さ
せ
る
培
養
条
件
を
見
つ
け
た
」

　
細
胞
外
高
分
子
物
質
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
と
は
、
微
生
物
が
環

境
へ
と
の
分
泌
す
る
高
分
子
の
こ
と
。「
ス
ピ
ル
リ
ナ
は

食
べ
ら
れ
る
く
ら
い
安
全
な
生
き
物
で
、
培
養
が
容
易
な

点
が
ポ
イ
ン
ト
。
本
研
究
で
は
ス
ピ
ル
リ
ナ
の
新
し
い
価

値
を
見
出
し
た
い
」
と
語
り
、「
ス
ピ
ル
リ
ナ
は
少
し
ヨ

モ
ギ
の
香
り
が
す
る
。
東
京
農
大
の
新
名
物
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
〝
ス
ピ
ル
リ
ナ
た
い
焼
き
〞
に
期
待
し
て
く
だ

さ
い
」
と
発
表
を
終
え
た
。

　
成
果
発
表
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、「『
栄
養
強
化
米
』

の
食
味
や
販
売
方
法
」
や
「
ス
ピ
ル
リ
ナ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
コ
ス

ト
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
が
っ
た
。
最
後
に
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
責
任
者
の
山
本
祐
司
東
京
農
大
総
合
研
究
所
長

が
、「
総
合
研
究
所
で
は
農
大
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
研
究
面

か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。
研
究
者
ひ
と
り
で
は
最

終
的
な
製
品
に
結
び
つ
け

ら
れ
な
い
た
め
、
企
業
の

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願

い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
て
、

閉
会
し
た
。

応用生物科学部辻井教授

渡辺准教授

田中教授

吉田教授
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齋藤助教
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東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
の
開
学
30
周
年
を
記
念
し

た
式
典
が
12
月
23
日
、
地
元
北
海
道
網
走
市
で
開
催
さ
れ
た
。

式
典
に
は
関
係
者
・
学
内
教
職
員
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、

こ
れ
ま
で
の
30
周
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
新

た
な
歩
み
に
思
い
を
馳
せ
た
。
初
め
に
吉
田
穂
積
・
生
物
産

業
学
部
長
が
「
１
９
８
９
年
４
月
の
開
学
か
ら
、
こ
れ
ま
で

１
万
人
近
い
学
生
を
輩
出
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
関
係
者
や
地
域
の
お
か
げ
。
本
式
典
で
は

こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
本
学
の
未
来
を
考
え
る
契
機
と
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
髙
野
克
己
学
長
は
「
い
か
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
発
達
し
て
も
、
五
感
を
駆
使
し
て

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
網

走
市
に
は
あ
る
」
と
網
走
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
意
義
を
強
調
し
、「
現
在
ロ
シ
ア
極
東
連

邦
大
学
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
よ
り
一
層
世
界
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。
ま
た
、
水
谷
洋
一
・
網
走
市
長
は
「
農
業
、
漁
業
と
い
っ

た
地
元
産
業
が
東
京
農
大
の
学
生
や
教
職
員
に
よ
っ
て
支
え
ら
え
れ
て
い
る
。
東
京
農
大

は
網
走
市
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
今
後
も
街
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
で
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
祝
辞
を
贈
っ
た
。

式
典
の
中
で
は
、
東
京
農
大
と
極
東
連
邦
大
学
と
の
高
品
質
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
実
験

事
業
に
関
す
る
合
意
書
の
調
印
式
も
行
わ
れ
た
。
東
京
農

大
と
極
東
連
邦
大
学
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
海
外
協
定
校

と
な
っ
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
農
大
の
国

際
交
流
に
お
い
て
、
学
生
交
流
か
ら
研
究
交
流
、
さ
ら
に

は
事
業
化
へ
と
つ
な
が
っ
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
。
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
ア
ニ
シ
モ
フ
・
極
東
連
邦
大
学
長
は
「
東

京
農
大
の
経
験
、
技
術
を
極
東
地
域
の
農
業
の
発
展
に
応

用
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
ロ
関
係
に

貢
献
す
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

今
年
４
月
に
開
校
す
る
東
京
農
業
大
学
稲
花
小
学
校
の
開
校
式
が
12
月
22
日
、
同
校
で
開

催
さ
れ
、
学
外
の
教
育
関
係
者
や
学
内
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し
た
。

農
大
稲
花
小
は
、
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
が
設
置
す
る
初
の
小
学
校
で
、
東
京
都
23
区

内
で
は
59
年
ぶ
り
の
新
設
私
立
小
学
校
と
な
る
。

大
澤
貫
寿
理
事
長
は
「
社
会
変
革
の
続
く
現
代
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
教
育
的
使
命
は
何

か
を
議
論
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
教
育
や
研
究
に
係
る
様
々
な
財
産
、
知
的
資

源
を
活
用
し
、
未
来
を
担
う
人
材
を
初
等
教
育
か
ら
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
結
論

に
至
り
、
小
学
校
を
開
校
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
生
き
物
と
積
極
的
に
か
か
わ
る
体
験

学
習
を
通
じ
て
、
強
く
た
く
ま
し
い
心
と
体
、
柔
軟
な
思
考
力
を
持
ち
、
主
体
的
に
活
動
で

き
る
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
語
っ
た
。
続
い
て
、
夏
秋
啓
子
校
長
が
「
東
京

農
大
の
創
設
者
榎
本
武
揚
公
は
、
未
知
な
も
の
に
ひ
る
ま
ず
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の

大
切
さ
を
「
冒
険
は
最
良
の
師
で
あ
る
」
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
に
表
現
し
て
い
る
。
農
大
稲

花
小
は
こ
の
言
葉
に
基
づ
き
「
冒
険
心
の
育
成
」
を
教
育
理
念
と
し
た
。
新
し
い
未
知
な
る

世
界
に
挑
む
気
骨
と
主
体
性
を
持
ち
、
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む
心
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、

冒
険
や
挑
戦
が
で
き
る
よ
う
、
科
学
的
・
実
践
的
に
学
べ
る

人
間
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

校
歌
紹
介
で
は
、
農
大
一
高
・
一
中
の
合
唱
部
の
生
徒
ら

の
斉
唱
に
よ
っ
て
校
歌
が
披
露
さ
れ
た
。
校
歌
は
、
式
典
に

も
出
席
し
た
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
に
よ
る
作
詞
、
ご
子

息
の
谷
川
賢
作
さ
ん
に
よ
る
作
曲
。
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
は
自

作
の
詩
も
朗
読
し
、
開
校
を
祝
っ
た
。

農
大
稲
花
小
は
、
男
女
共
学
で
学
年
定
員
は
72
人
。
来
春

入
学
者
向
け
の
試
験
は
11
月
に
終
了
し
、
志
願
者
８
６
５
人

の
う
ち
、
合
格
し
た
72
人
が
４
月
に
入
学
す
る
予
定
。
小
学

校
の
開
校
に
伴
い
、
同
法
人
で
は
小
学
校
か
ら
大
学
院
ま
で

を
擁
す
る
学
園
体
制
が
整
う
こ
と
と
な
る
。

あいさつを述べる大澤理事長(右)と夏秋校長

合意書を取り交わし握手する
髙野学長(右)とアニシモフ学長

あいさつする吉田学部長

造
園
職
人
の
社
員
化
で
就
労
環
境
を
改
善

　
大
場
さ
ん
は
父
親
が
始
め
た
従
業
員
数
人
の
零
細
会
社

を
、
思
い
切
っ
た
経
営
改
善
で
事
業
規
模
を
拡
大
し
た
。親

方
・
職
人
関
係
の
雇
用
慣
行
を
改
め
、
休
暇
制
度
や
日
給

制
か
ら
月
給
制
に
移
行
す
る
こ
と
で
有
能
な
人
材
を
社
員

と
し
て
確
保
。従
来
の
植
木
養
生
販
売
や
個
人
住
宅
の
庭

造
成
・
管
理
か
ら
、
小
学
校
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
技
術
力

を
要
す
る
公
共
工
事
も
積
極
的
に
受
注
で
き
る
企
業
体
質

に
変
え
て
いっ
た
。ま
た
巨
木
を
移
植
す
る
立
曳
工
法
技
術

を
継
承
す
る
一
方
で
、
屋
上
緑
化
で
必
要
と
さ
れ
る
人
工

軽
量
土
壌
や
壁
面
緑
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

農
大
の
つ
な
が
り
が
最
大
の
財
産

　「
植
木
畑
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
」
と
い
う
大
場
さ
ん
は
、

高
校
生
の
時
か
ら
植
木
ば
さ
み
を
持
っ
て
仕
事
を
手
伝
う

よ
う
に
な
り
、「
植
木
屋
以
外
の
仕
事
は
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
」と
言
う
。大
学
進
学
も
、３
歳
年
上
の
姉
が
東
京
農

大
造
園
学
科
で
学
ん
で
い
た
た
め
、
追
う
よ
う
に
東
京
農
大

に
進
ん
だ
。

　「
女
子
学
生
が
圧
倒
的
に
少
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、『
大

場
の
弟
』
と
す
ぐ
に
知
ら
れ
、
先
輩
や
先
生
方
か
ら
可
愛

が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。１
年
か
ら
造
園
工
学
研
究
室
に
入

り
浸
り
、
多
く
の
人
に
出
会
え
た
こ
と
が
最
大
の
財
産
に
な

り
ま
し
た
」

　
大
学
卒
業
後
、
そ
の
つ
な
が
り
が
生
き
た
。大
場
造
園
に

入
社
し
、
事
業
拡
大
の
た
め
営
業
に
出
た
。日
中
、
現
場
の

仕
事
を
し
た
後
、
昼
夜
を
問
わ
ず
情
報
を
収
集
し
た
。「
農

大
の
つ
な
が
り
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。業
界
内
に
は
多

く
の
造
園
Ｏ
Ｂ
が
い
て
、ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　
事
業
拡
大
に
は
高
い
技
術
が
必
須
だ
。２
０
０
２
年
に
施

工
し
た
杉
並
区
立
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
は
、
ス
ポ
ー
ツ

タ
ー
フ
を
利
用
し
た
常
緑
の
芝
生
化
と
し
て
は
全
国
初
の

取
り
組
み
だ
っ
た
。23
区
内
で
の
貴
重
な
緑
地
空
間
の
創
設

事
例
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。２

０
１
０
年
に
は

北
里
研
究
所

（
埼
玉
県
北
本

市
）
の
イ
イ
ギ

リ
の
大
木
（
高

さ
12
㍍
、
重
さ
50
㌧
）を
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
ぐ
立
曳

き
技
法
に
現
代
の
曳
き
家
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、約
30

㍍
動
か
し
て
移
植
し
た
。「
芝
生
化
も
移
植
も
、
技
術
的
な

難
問
に
ぶ
つ
か
る
た
び
に
、
農
大
の
先
生
の
指
導
を
仰
ぎ
ま

し
た
。特
に
２
年
の
根
回
し
期
間
を
要
し
た
イ
イ
ギ
リ
移
植

の
分
厚
い
報
告
書
は『
こ
れ
は
博
士
論
文
に
な
る
よ
』と
言
わ

れ
た
ほ
ど
。ど
ち
ら
も
、
先
生
方
の
助
言
が
無
け
れ
ば
で
き

な
か
っ
た
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」

非
常
勤
講
師
と
し
て
後
輩
を
指
導

　
２
０
１
０
年
か
ら
は
造
園
科
学
科
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

造
園
体
験
演
習
で
後
輩
た
ち
に
四
ツ
目
垣
の
作
り
方
や
剪

定（
せ
ん
て
い
）な
ど
の
実
務
を
指
導
し
て
い
る
。「
造
園
の
学

生
と
いっ
て
も
初
め
て
植
木
ば
さ
み
を
持
つ
人
が
大
半
で
す
。

こ
の
仕
事
の
面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」

　
造
園
Ｏ
Ｂ
会
へ
の
出
席
は
欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

「
昔
と
違
い
、環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ
り
、多
く

の
大
学
で
造
園
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。意
欲
の
あ

る
若
者
が
集
ま
り
、農
大
造
園
の
伝
統
の
力
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
入
試
制
度
に
工
夫
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

大場淳一さん

移植したイイギリの木。
ジャッキと鉄製のレールを用いた
移植工法を新たに開発し、施工された。

生
物
産
業
学
部
30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

「
体
験
型
授
業
を
通
じ
、
冒
険
心
の
育
成
を
目
指
す
」

地
域
か
ら
世
界
へ
の
新
た
な
一
歩

農
大
稲
花
小
開
校
式
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２
０
１
８
年
度
の
東
京
農
大
経
営
者
大
賞
に
は
、
サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
代
表
取
締
役
、
稲
吉
正
博
さ
ん
（
65
）、
天
領
酒
造
代
表
取
締
役
、

上
野
田
隆
平
さ
ん
（
64
）、
大
場
造
園
代
表
取
締
役
会
長
の
大
場
淳
一
さ
ん
（
60
）
の
３
人
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。
前
号
に
続
き
、

今
回
は
大
場
さ
ん
の
業
績
を
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
）

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

東
京
農
大
経
営
者
大
賞
受
賞
者
の
業
績
紹
介

　下

大
場
淳
一さ
ん
　
１
９
８
１
年
農
学
部
造
園
学
科
卒

大
場
淳
一さ
ん
　
１
９
８
１
年
農
学
部
造
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卒

大
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卒
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校
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ど
技
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で
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生
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ど
技
術
で
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務
を
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大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大
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庭
芝
生
化
工
事
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ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

大
場
淳
一さ
ん
　
１
９
８
１
年
農
学
部
造
園
学
科
卒



東
京
農
業
大
学
生
物
産
業
学
部
の
開
学
30
周
年
を
記
念
し

た
式
典
が
12
月
23
日
、
地
元
北
海
道
網
走
市
で
開
催
さ
れ
た
。

式
典
に
は
関
係
者
・
学
内
教
職
員
約
２
０
０
人
が
出
席
し
、

こ
れ
ま
で
の
30
周
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
新

た
な
歩
み
に
思
い
を
馳
せ
た
。
初
め
に
吉
田
穂
積
・
生
物
産

業
学
部
長
が
「
１
９
８
９
年
４
月
の
開
学
か
ら
、
こ
れ
ま
で

１
万
人
近
い
学
生
を
輩
出
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
関
係
者
や
地
域
の
お
か
げ
。
本
式
典
で
は

こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
本
学
の
未
来
を
考
え
る
契
機
と
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
髙
野
克
己
学
長
は
「
い
か
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
発
達
し
て
も
、
五
感
を
駆
使
し
て

課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
網

走
市
に
は
あ
る
」
と
網
走
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
意
義
を
強
調
し
、「
現
在
ロ
シ
ア
極
東
連

邦
大
学
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
よ
り
一
層
世
界
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。
ま
た
、
水
谷
洋
一
・
網
走
市
長
は
「
農
業
、
漁
業
と
い
っ

た
地
元
産
業
が
東
京
農
大
の
学
生
や
教
職
員
に
よ
っ
て
支
え
ら
え
れ
て
い
る
。
東
京
農
大

は
網
走
市
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
今
後
も
街
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
で
力
添
え

を
お
願
い
し
た
い
」
と
祝
辞
を
贈
っ
た
。

式
典
の
中
で
は
、
東
京
農
大
と
極
東
連
邦
大
学
と
の
高
品
質
イ
チ
ゴ
の
ハ
ウ
ス
栽
培
実
験

事
業
に
関
す
る
合
意
書
の
調
印
式
も
行
わ
れ
た
。
東
京
農

大
と
極
東
連
邦
大
学
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
海
外
協
定
校

と
な
っ
て
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
京
農
大
の
国

際
交
流
に
お
い
て
、
学
生
交
流
か
ら
研
究
交
流
、
さ
ら
に

は
事
業
化
へ
と
つ
な
が
っ
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
。
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
ア
ニ
シ
モ
フ
・
極
東
連
邦
大
学
長
は
「
東

京
農
大
の
経
験
、
技
術
を
極
東
地
域
の
農
業
の
発
展
に
応

用
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
ロ
関
係
に

貢
献
す
る
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
を
語
っ
た
。

今
年
４
月
に
開
校
す
る
東
京
農
業
大
学
稲
花
小
学
校
の
開
校
式
が
12
月
22
日
、
同
校
で
開

催
さ
れ
、
学
外
の
教
育
関
係
者
や
学
内
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し
た
。

農
大
稲
花
小
は
、
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
が
設
置
す
る
初
の
小
学
校
で
、
東
京
都
23
区

内
で
は
59
年
ぶ
り
の
新
設
私
立
小
学
校
と
な
る
。

大
澤
貫
寿
理
事
長
は
「
社
会
変
革
の
続
く
現
代
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
教
育
的
使
命
は
何

か
を
議
論
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
教
育
や
研
究
に
係
る
様
々
な
財
産
、
知
的
資

源
を
活
用
し
、
未
来
を
担
う
人
材
を
初
等
教
育
か
ら
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
結
論

に
至
り
、
小
学
校
を
開
校
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
生
き
物
と
積
極
的
に
か
か
わ
る
体
験

学
習
を
通
じ
て
、
強
く
た
く
ま
し
い
心
と
体
、
柔
軟
な
思
考
力
を
持
ち
、
主
体
的
に
活
動
で

き
る
人
間
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
語
っ
た
。
続
い
て
、
夏
秋
啓
子
校
長
が
「
東
京

農
大
の
創
設
者
榎
本
武
揚
公
は
、
未
知
な
も
の
に
ひ
る
ま
ず
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
の

大
切
さ
を
「
冒
険
は
最
良
の
師
で
あ
る
」
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
に
表
現
し
て
い
る
。
農
大
稲

花
小
は
こ
の
言
葉
に
基
づ
き
「
冒
険
心
の
育
成
」
を
教
育
理
念
と
し
た
。
新
し
い
未
知
な
る

世
界
に
挑
む
気
骨
と
主
体
性
を
持
ち
、
本
気
に
な
っ
て
取
り
組
む
心
を
は
ぐ
く
み
な
が
ら
、

冒
険
や
挑
戦
が
で
き
る
よ
う
、
科
学
的
・
実
践
的
に
学
べ
る

人
間
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

校
歌
紹
介
で
は
、
農
大
一
高
・
一
中
の
合
唱
部
の
生
徒
ら

の
斉
唱
に
よ
っ
て
校
歌
が
披
露
さ
れ
た
。
校
歌
は
、
式
典
に

も
出
席
し
た
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
に
よ
る
作
詞
、
ご
子

息
の
谷
川
賢
作
さ
ん
に
よ
る
作
曲
。
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
は
自

作
の
詩
も
朗
読
し
、
開
校
を
祝
っ
た
。

農
大
稲
花
小
は
、
男
女
共
学
で
学
年
定
員
は
72
人
。
来
春

入
学
者
向
け
の
試
験
は
11
月
に
終
了
し
、
志
願
者
８
６
５
人

の
う
ち
、
合
格
し
た
72
人
が
４
月
に
入
学
す
る
予
定
。
小
学

校
の
開
校
に
伴
い
、
同
法
人
で
は
小
学
校
か
ら
大
学
院
ま
で

を
擁
す
る
学
園
体
制
が
整
う
こ
と
と
な
る
。

あいさつを述べる大澤理事長(右)と夏秋校長

合意書を取り交わし握手する
髙野学長(右)とアニシモフ学長

あいさつする吉田学部長

造
園
職
人
の
社
員
化
で
就
労
環
境
を
改
善

　
大
場
さ
ん
は
父
親
が
始
め
た
従
業
員
数
人
の
零
細
会
社

を
、
思
い
切
っ
た
経
営
改
善
で
事
業
規
模
を
拡
大
し
た
。親

方
・
職
人
関
係
の
雇
用
慣
行
を
改
め
、
休
暇
制
度
や
日
給

制
か
ら
月
給
制
に
移
行
す
る
こ
と
で
有
能
な
人
材
を
社
員

と
し
て
確
保
。従
来
の
植
木
養
生
販
売
や
個
人
住
宅
の
庭

造
成
・
管
理
か
ら
、
小
学
校
校
庭
の
芝
生
化
な
ど
技
術
力

を
要
す
る
公
共
工
事
も
積
極
的
に
受
注
で
き
る
企
業
体
質

に
変
え
て
いっ
た
。ま
た
巨
木
を
移
植
す
る
立
曳
工
法
技
術

を
継
承
す
る
一
方
で
、
屋
上
緑
化
で
必
要
と
さ
れ
る
人
工

軽
量
土
壌
や
壁
面
緑
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

農
大
の
つ
な
が
り
が
最
大
の
財
産

　「
植
木
畑
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
」
と
い
う
大
場
さ
ん
は
、

高
校
生
の
時
か
ら
植
木
ば
さ
み
を
持
っ
て
仕
事
を
手
伝
う

よ
う
に
な
り
、「
植
木
屋
以
外
の
仕
事
は
考
え
た
こ
と
が
な

か
っ
た
」と
言
う
。大
学
進
学
も
、３
歳
年
上
の
姉
が
東
京
農

大
造
園
学
科
で
学
ん
で
い
た
た
め
、
追
う
よ
う
に
東
京
農
大

に
進
ん
だ
。

　「
女
子
学
生
が
圧
倒
的
に
少
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、『
大

場
の
弟
』
と
す
ぐ
に
知
ら
れ
、
先
輩
や
先
生
方
か
ら
可
愛

が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。１
年
か
ら
造
園
工
学
研
究
室
に
入

り
浸
り
、
多
く
の
人
に
出
会
え
た
こ
と
が
最
大
の
財
産
に
な

り
ま
し
た
」

　
大
学
卒
業
後
、
そ
の
つ
な
が
り
が
生
き
た
。大
場
造
園
に

入
社
し
、
事
業
拡
大
の
た
め
営
業
に
出
た
。日
中
、
現
場
の

仕
事
を
し
た
後
、
昼
夜
を
問
わ
ず
情
報
を
収
集
し
た
。「
農

大
の
つ
な
が
り
は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。業
界
内
に
は
多

く
の
造
園
Ｏ
Ｂ
が
い
て
、ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　
事
業
拡
大
に
は
高
い
技
術
が
必
須
だ
。２
０
０
２
年
に
施

工
し
た
杉
並
区
立
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
は
、
ス
ポ
ー
ツ

タ
ー
フ
を
利
用
し
た
常
緑
の
芝
生
化
と
し
て
は
全
国
初
の

取
り
組
み
だ
っ
た
。23
区
内
で
の
貴
重
な
緑
地
空
間
の
創
設

事
例
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。２

０
１
０
年
に
は

北
里
研
究
所

（
埼
玉
県
北
本

市
）
の
イ
イ
ギ

リ
の
大
木
（
高

さ
12
㍍
、
重
さ
50
㌧
）を
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
ぐ
立
曳

き
技
法
に
現
代
の
曳
き
家
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、約
30

㍍
動
か
し
て
移
植
し
た
。「
芝
生
化
も
移
植
も
、
技
術
的
な

難
問
に
ぶ
つ
か
る
た
び
に
、
農
大
の
先
生
の
指
導
を
仰
ぎ
ま

し
た
。特
に
２
年
の
根
回
し
期
間
を
要
し
た
イ
イ
ギ
リ
移
植

の
分
厚
い
報
告
書
は『
こ
れ
は
博
士
論
文
に
な
る
よ
』と
言
わ

れ
た
ほ
ど
。ど
ち
ら
も
、
先
生
方
の
助
言
が
無
け
れ
ば
で
き

な
か
っ
た
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」

非
常
勤
講
師
と
し
て
後
輩
を
指
導

　
２
０
１
０
年
か
ら
は
造
園
科
学
科
非
常
勤
講
師
と
し
て
、

造
園
体
験
演
習
で
後
輩
た
ち
に
四
ツ
目
垣
の
作
り
方
や
剪

定（
せ
ん
て
い
）な
ど
の
実
務
を
指
導
し
て
い
る
。「
造
園
の
学

生
と
いっ
て
も
初
め
て
植
木
ば
さ
み
を
持
つ
人
が
大
半
で
す
。

こ
の
仕
事
の
面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」

　
造
園
Ｏ
Ｂ
会
へ
の
出
席
は
欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
。

「
昔
と
違
い
、環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ
り
、多
く

の
大
学
で
造
園
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。意
欲
の
あ

る
若
者
が
集
ま
り
、農
大
造
園
の
伝
統
の
力
が
維
持
さ
れ
る

よ
う
入
試
制
度
に
工
夫
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」

大場淳一さん

移植したイイギリの木。
ジャッキと鉄製のレールを用いた
移植工法を新たに開発し、施工された。

生
物
産
業
学
部
30
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

「
体
験
型
授
業
を
通
じ
、
冒
険
心
の
育
成
を
目
指
す
」

地
域
か
ら
世
界
へ
の
新
た
な
一
歩

農
大
稲
花
小
開
校
式

地域から世界への新たな一歩／農大稲花小開校式06 東京農大経営者大賞受賞者の業績紹介　下 05

新・実学ジャーナル 2019年3月号

２
０
１
８
年
度
の
東
京
農
大
経
営
者
大
賞
に
は
、
サ
ン
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
代
表
取
締
役
、
稲
吉
正
博
さ
ん
（
65
）、
天
領
酒
造
代
表
取
締
役
、

上
野
田
隆
平
さ
ん
（
64
）、
大
場
造
園
代
表
取
締
役
会
長
の
大
場
淳
一
さ
ん
（
60
）
の
３
人
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。
前
号
に
続
き
、

今
回
は
大
場
さ
ん
の
業
績
を
紹
介
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
・
鈴
木
敬
吾
）

校
庭
芝
生
化
工
事
な
ど
技
術
で
業
務
を
拡
大

東
京
農
大
経
営
者
大
賞
受
賞
者
の
業
績
紹
介

　下

大
場
淳
一さ
ん
　
１
９
８
１
年
農
学
部
造
園
学
科
卒



▶研究&教育 最前線
相馬・伊達の営農完全復活を目指して
東京農業大学 助教　大島 宏行
▶ZOOM UP
｢東京農大の研究と魅力を多くの人に知ってもらう｣
東京農業大学 総合研究所
▶東京農大経営者大賞受賞者の業績紹介　下  校庭芝生化工事など技術で業務を拡大

▶地域から世界への新たな一歩  生物産業学部30周年記念式典を挙行

▶農大稲花小開校式  「体験型授業を通じ、冒険心の育成を目指す」
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東京農業大学・東京情報大学の最新情報をお届けする

新・実学ジャーナル
バイク（自転車）に本格的に乗り始めたのは、米・ペンシルベニア州立大に留学していた1995年からです。

「Pennstate」と呼ばれるこの大学は、豊かな自然に囲まれていて、自転車で山野を駆け巡るMTB（マウンテ
ンバイク）を楽しむ人が多い土地でした。妻と「何か趣味を持ちたいね」と話していた時、研究室の学生から
熱心にMTBを勧められたのがきっかけでした。
台湾製のバイク２台を900ドルで購入し、休日、２人で１時間ほど走り、お弁当を食べて帰るピクニックのよう

な乗り方で楽しんでいました。部品を購入して自分好みにカスタマイズするのも面白かった。
2000年に帰国する際は、バイクを持ち帰り、バイク通勤を始めました。池袋の自宅から農大世田谷キャンパ

スまで17㌔ほどの距離です。不思議なことにかかる時間は、バイクでも、電車でも、車でも、50分から55分で
ほとんど変わらないんです。
６年ほど前、舗装路専用のロードバイクを購入しました。MTBと違うことは分かっていましたが、カーボン製

で軽く、とにかく早い。タイヤが細い分、路面の衝撃がそのまま伝わり、段差などには注意が必要ですが、ペダル
を踏みこむ力がそのまま速さに変換されるのは快感です。
「疲れている時など、自転車で帰るのはイヤじゃありま

せんか？」と、よく言われます。でも逆なんですね。バイ
クに乗っている小一時間ほどでストレスが発散され、疲れ
が消えてしまいます。何も考えません。運転に集中するこ
とで、心身がリフレッシュされるのです。
留学中に強く感じたのは、サイエンスはフェアだというこ

とです。評価の基準は研究実験の成果のみで判断します。
努力は等しく報われるということです。最近、峠や長い登
りを駆け上がるヒルクライムに挑戦しています。サイエンス
と同じで、努力の積み重ねが確実に速さに反映される。で
も、私がひーひー言いながらペダルをこいでいる時、ラン
ナーが「お先に！」と言って走り去ってしまう。がっかりし
ますねぇ。
農大にツーリングチームができたらいいなと思っていま

す。スクールカラーのグリーンのジャージー、ダイコンのイ
ラストも入れましょう。

（まとめ・東京農大客員教授、鈴木敬吾）

My Treasure

第 9 回

私の宝もの
東京農業大学　総合研究所　所長  山本祐司

やまもと・ゆうじ／アメリカ合衆国マサチューセッツ州生まれ。東京農業大学農学研究科博士
前期課程修了。博士（農芸化学）。東京農業大学応用生物科学部農芸化学科教授。専門は栄養
生化学、細胞生物学。

ロードバイク

▲愛用しているロードバイク。ピナレロのオペラというブラン
ド。今サイクリングしたい場所はしまなみ海道。
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◆東京農業大学　　◆東京情報大学　　◆東京農業大学第一高等学校　
◆東京農業大学第二高等学校　　◆東京農業大学第三高等学校
◆東京農業大学第一高等学校中等部　　◆東京農業大学第三高等学校附属中学校　
◆東京農業大学稲花小学校（2019年４月開校）学校法人東京農業大学

2019　東京農大創立128年

榎本武揚と横井時敬
創設者は、明治の英傑榎本武揚だ。明治政府で逓信相、農商務相、文相、外相などの要職を歴任した榎本は、1891（明治24）年、東京に「私立育英黌」を設立した。
その農業科が東京農学校、東京高等農学校と名を替えつつ、拡充の歴史を歩み、今日の東京農業大学となる。東京農学校時代の1895（明治28）年、評議員として参
画したのが、明治農学の第一人者横井時敬だった。「人物を畑に還す」「稲のことは稲にきけ、農業のことは農民にきけ」と唱えて、「実学」による教育の礎を築き、
東京農業大学の初代学長を務めた。本学の「生みの親」は榎本、「育ての親」は横井である。
高等教育から初等教育まで
東京農業大学は、農学部、応用生物科学部、生命科学部、地域環境科学部、国際食料情報学部、生物産業学部の６学部23学科からなり、大学院は２研究科20専攻体制が整っ
ている。世田谷、厚木、北海道オホーツク（網走）の３キャンパスに約13,000人が学んでいる。学校法人東京農業大学の傘下には、東京情報大学（千葉）があり、
総合情報学部、看護学部の２学部２学科と大学院１研究科に約2,000人が学ぶ。また、併設校として農大一高／中等部（東京）、同二高（群馬）、同三高／附属中学（埼玉）
がある。2019年4月には、東京農業大学稲花小学校が世田谷に開校する。
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